小学校外国語教育における英語の学びについての考察 : 副教材『Hi,friends!』の構造分析からみる児童の学びやすさについて by 伊藤 摂子 & Ito Setsuko















Elementary English Education: Study of Children's Ability to 





小学校の外国語活動は 20 1 1年度に高学年対象へ必修化されたが，その小学校外国語活動で
は，扱う英文の詳細は特に学習指導要領においては言及されておらず，指導する際の配慮事項と
して，児童の学習段階を考慮するとしていた。 2008年3月に告示されたその学習指導要領で


















































d 疑問文のうち， be動詞で始まるものや助動詞 (can,doなど）で始まるもの，疑問詞 (who,
what, when, where, why, how)で始まるもの











新学習指導要領は 20 2 0年度より完全実施となるが，その前の移行期間，文部科学省はこの
新学習指導要領に沿った新しい教材を 20 1 8年度より希望する小学校に配布した。この教材は
小学校 3年生から 6年生まであり， 3年生には 「Let'sTry! 1」,4年生には 「Let'sTry! 2」,
















表2 『Hi,friends!l』, rm, friends!2Jそれぞれの，各単元のタイトル英文
Hi, friends! I Hi, friends! 2 
Lesson 1 Hello! Do you have "a"? 
Lesson 2 I'm happy. When is your birthday? 
Lesson 3 How many? I can swim. 
Lesson 4 I like apples. Turn right. 
Lesson 5 What do you like? Let's go to Italy. 
Lesson 6 What do you want? What time do you get up? 
Lesson 7 What's this? We are good friends 
Lesson 8 I study Japanese What do you want to be? 































































































して挙げると，まず5年生のレッスン 4において “Ilike apples."の英文を中心として学習を行い，
“Ilike~．”の英文について否定文や疑間文とともに学ぶ。その後レッスン 5で”Whatdo you 
like?"を，レッスン 6で “Whatdo you want?"を中心とした英文を用いて英語に親しむような
形となっている。その後 5年生のレッスン 8において “Istudy Japanese."の英文を中心として
活動を行う。このため，構造分析をすると資料4のように，一般動詞の学びという点から， “I


















































































































文構造の理解という目標を持った活動を進めていく必要がある。またその他にも， “Iwant a 




内容を基に作成されたものである。 20 2 0年度から完全実施される新学習指導要領における外
国語教育では移行期間から上記教材と合わせて，新教材『LeおTry!1』,『LeおTry!2』,rweCan!l」,
rwe Can!2』が使用されている。今後は新学習指導要領に沿って作成された小学校 3, 4年生対象
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※注 l資料3, 4は2017年今井氏の分析データをベースに，今井氏の許可を得て宇佐美氏がデータの再整理，
チャートの再構築を行ったものである。
